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お買い上げいただきましてありがとうございました。
本機は日本国内専用モデルですので、外国で使用することはできません。

▼
ご使用の皆様へ

安全上のご注意
製品を安全にご使用いただくため「安全上のご注意」をご使用の前に

よくお読みください。

絵表示について：
この取付説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や財
産への損害を未然に防止する為にいろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次の
ようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

絵表示の例

記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。
近傍に具体的な注意内容が描かれています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的
な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。近傍に具体的
な指示内容が描かれています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を
負う可能性が想定される内容を示しています。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合またはこ
の製品の使用によって受けられた損害については、法令上の賠償責任が認められる場合を除
き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

禁 止

実 施

注 意

正しい取付け

正しい操作で

安全運転



本製品の取り付け終了後に、車のブレ
ーキランプ、ヘッドランプ、ウィンカ
ー、ワイパーなどが正常に動作するこ
とを確認してください。正常に動作し
ない場合は、正常に動作するように取
り付けをやり直してください。

電源ケーブル、または車両のヒューズ
が切れたときは、コードがショートし
ていないことを確認後、必ずヒューズ
に表示されている容量（アンペア数）
の新しいヒューズと交換してください。
規定容量以外のヒューズを使用します
と、火災の原因になります。

アクセサリー電源（赤）を接続する車両
側電源のヒューズ容量が、本機のヒュー
ズ容量（3A）以上であることを確認し
てください。
また。他のAV機器などを接続する場合
は、それらと本機との総ヒューズ容量
が車両側のヒューズ容量以下であるこ
とを確認してください。もし、超える
場合には、電源リレーキット（別売品）
を使用して、バッテリーから直接配線
してください。。
車両側のヒューズ容量を超える電源を
接続すると、リード線の電流容量オー
バーにより、火災などの事故の原因と
なります。

本製品の取り付け・配線は専門技術と経
験が必要です。安全のため＜お買い上げ
の販売店＞にご依頼ください。

本製品を車載用として以外の用途では使
用しないでください。

取り付けの注意事項

モニターユニットをエアバック装置の
動作の妨げになる場所には絶対に設置
しないでください。

モニターユニットはしっかり固定して
ください。固定できない場所には取り
付けないでください。
付属のモニタースタンドで取り付けら
れない場合は、市販品のTVスタンドを
使用してください。（固定穴はモニタ
ーユニットの底面にあります。）

TVチューナーユニットを以下の場所に
は取り付けないでください。
■不安定な場所
■運転操作の妨げになる場所　
■高温になる場所　■水のかかる場所
■カーペットの下

安全のため、パーキング検出コード
は必ず接続し、走行中にテレビ/ビデ
オの映像が見られないようにしてく
ださい。

TVアンテナはリアウインドウのガラス
面に取り付けます。付属のクリーナー
とクリーニングクロスでガラス面の油
膜や汚れを拭き取ってから、確実に固
定してください。不安定な取り付けを
しますと、脱落等により車両を傷つけ
たり、事故の原因になります。
TVアンテナは右用、左用があります。
取り付けの際は車幅やバンパーからは
み出さないように取り付けてくださ
い。

TVアンテナを取り付ける際は車両の
FM/AMアンテナから離してくださ
い。アンテナ間の距離が近いと
FM/AM放送受信時にノイズが入る場
合があります。

AV出力端子に別のモニターを接続し
て使用する場合、以下の場所には取り
付けないでください。
■運転者から画面が見える場所　
■運転に支障をきたす場所

実 施

注 意

注意

禁 止

実 施

禁 止

注 意

注 意

実 施

実 施

注 意

実 施

実 施

安全上のご注意安全上のご注意

大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル
車などの24V車で使用しないでくださ
い。火災などの原因となります。本製品
はDC12V-アース車専用です。

配線作業中は、バッテリーの-端子を
外してから行ってください。
ショート事故による感電や怪我の原因
となります。

本製品の配線は必ず、取付説明書に記載
してある通りに行ってください。
配線を間違えますと、火災、その他の
事故の原因となります。

コードの被覆を切って、他の機器の電
源を取ることは絶対にお止めください。
リード線の電流容量をオーバーし、火
災・感電の原因となります。

事故防止のため、電池やネジなどの小
物類は幼児の手の届かないところに保
管してください。万一飲み込んだ場合
は、直ちに医師に相談してください。

本製品を前方の視界を妨げる場所や、
運転操作を妨げる場所、同乗者に危険
を及ぼす場所には取り付けないでくだ
さい。交通事故や怪我の原因となりま
す。

本製品を取り付けの際には、必ず付属
の取付用部品をご使用ください。取付
用付属品をご使用にならないと、製品
内部を壊し、ショート事故による火災
が起こるおそれがあります。また、取
り付け不備により運転中に製品が外れ
て人に当たるなど、怪我の原因となり
ます。

アースコードを、ステアリング部やブ
レーキライン系統などの重要保安部品
のボルトやナットに取り付けないでく
ださい。事故などの原因となります。

車両電源配線用コード以外で延長しな
いでください。
コードの被覆が破れやすく、ショー
ト・発熱事故による火災が起こるおそ
れがあります。
また、電流容量オーバーにより、火災
が起こるおそれがあります。

車両の板金部の近くを通るコードには、
保護用テープを巻いてください。
コードが切れると、ショート事故によ
り、火災となるおそれがあります。

車体に穴を開けて取り付ける際は、パ
イプ類・タンク・電気配線などの位置
を確認のうえ、これらと当たったり接
触することがないようにしてください。
火災の原因になります。

24V

禁 止

実 施

禁 止

実 施

実 施

警告

禁 止

実 施

実 施

禁 止

禁 止

注 意



ビデオ入力/AV出力端子の接続
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AUX IN

AUX入力付きカーステレオ

AV入力機器（後部座席用モニターなど）

AV出力機器（ビデオデッキなど）

●市販品のAVケーブルを使用して接続してください。
黄色端子：映像　　白色端子：左音声　　赤色端子：右音声

●車両のカーステレオがAUX入力端子付の場合は、AV出力の音声端子を接続してして下さい。なお、
AUX入力端子がステレオミニジャックのときは、市販品の変換コードを使用してください。

テレビ取り付け用の部品一覧テレビ取り付け用の部品一覧

ディスプレイユニット 電源 NAV  I/F

出
力 

左-音声-右 

映像 カメラ映像入力 
A
V

LZ-7300

映像　  左-音声-右 
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2
入
力 

A
V

モニタースタンド..........1

TVチューナーユニット..........1

マジックテープ
（TVチューナーユニット用）........2

中継ケーブル..........1

タッピンネジ..........4

TVアンテナ.........1ペア

左用

右用

モニターユニット..........1 インターフェースケーブル..........1

電源ケーブル..........1
中継コネクター.........2

テレビ用として以下の部品が付属しております。取付/接続前にご確認ください。

本製品を取り付けの際には、必ず付属の取付用部品をご使用ください。

実 施

AV出力機器（ビデオデッキなど）

映像出力機器（バックカメラなど）

ケーブルクランパー.........3
（モニターケーブル用）

クリーナー.........1
クリーニングクロス.........1

ケーブルホルダー.........4
ケーブルクランパー.........6
（アンテナケーブル用）

TVチューナーユニット
(背面)

TVチューナーユニット
(前面)

車両側ハーネス

本機側の検出コード

1

2

3

4

5

1車両側のハーネスを中継コネクターに
差し込みます。

2本機側の検出コードを中継コネクター
に差し込みます。

3ケーブル止めをロックし
ます。

ケーブル止め

フタ

4プライヤーなどで導通金具を樹
脂面と平らになるまで押し込み
ます。

5最後にフタをロックします。

中継コネクターの使いかた

導通金具中継コネクター

接続のしかた接続のしかた
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ナビゲーションユニット

TOUCH PANEL I/F端子

インターフェースケーブル (4 m)

(6 m)

TVチューナーユニット(前面)

インターフェースケーブルを抜くとき
は、コネクターのリング部分を持って
行ってください。ほかの部分を持って
抜くとロック機構が解除されないた
め、コネクター部が破損する恐れがあ
ります。

注 意

FMトランスミッター用アンテナコード
(白)(65 cm)

(6 m)

TVアンテナ

接続作業を行うときは、初めにエンジンキーが抜かれていることを確認後、シ
ョート事故防止のため必ずバッテリーの-端子を外してください。実 施

FM-ANT
端子

右用

左用

アンテナコードを伸ばし音が大
きく雑音の出ない場所へ引き回
してください。実 施

アンテナ入力端子の一つは使用しません。
なお、接続する端子はどの端子でもかま
いません。

TVチューナーユニット(背面)

接続のしかた接続のしかた ナビゲーションユニットの接続のしかたは、ナビゲーションユニット用の取付説明書をご覧ください。

モニターユニット

パーキング検出コード(緑) (3.0 m)

アースコード(黒) (1 m)

ヒューズ (3 A)

付属の中継コネクターを使用して車両のパーキングブレ
ーキ検出スイッチハーネスに接続します。

車の金属部分（電源のマイナス側と導通しているシャーシ
などの一部）へ接続します。(図Aの2)

キースイッチでオン/オフできる電源へ接続します。(図Aの1)

他のセットのアクセサリーコードが接続できます。

安全のため、パーキング検出コードは正しく配線して
ください。実 施

中継ケーブル (3 m)

常時電源が入っている箇所には接続しないでください。
注 意

バックカメラを接続する場合に、付属の中継コネクターを
使用して車両のリバースランプハーネスに接続します。

リバース検出コード(桃)(4.5 m)

アクセサリー電源コード(赤)(3 m)

バッテリー

メイン
ヒューズ

1

2

– +

エンジンキー
スイッチ

ヒューズ

アース

ACC回路のある車

輸入車など、車両のエンジンキーにACCポジシ
ョンがない場合は、エンジンキーがオンのとき
に通電する配線から分岐させてアクセサリー電
源コードに接続してください。

注 意

図A

TVチューナー側の端子はナビ
ゲーションユニットの電話機
接続端子と同形状ですので、
接続を間違えないようにご注
意ください。

注 意



モニターユニットの取り付けかたモニターユニットの取り付けかた

取り付け場所と洗浄

取り付け場所は、スタンド全体を水平に置ける
ところか、図Aのようにサポート(花びら形の部
分)の先端部分を水平な面に貼り付けられるよう
な所を選びます。
図Bのようにサポート全体が斜めになってしま
う所や、図Cのようにモニターが下を向いてし
まうような所には取り付けられません。
取り付け場所は、中性洗剤をしみ込ませて固く
絞った布でよく拭き、ゴミ・油分を取り除きま
す。また、取り付け場所が乾燥してからモニタ
ースタンドを貼り付けてください。

モニターの取り付け

1. モニタースタンドの角度調節つまみをゆる
め、取付金具が手前になるように回して、
角度調節つまみを絞めます。

2. モニタースタンドのサポートを、取り付
け場所の形状に合わせて曲げます。
モニタースタンドを置いたときにガタつ
きや隙間がないように曲げ具合を調節し
てください。

3. 底面の両面テープのはくり紙をはがし、モ
ニタースタンドをしっかり貼り付けます。

A B C

サポート

4. 付属のタッピンネジでスタンドを固定し
ます。

5. モニタースタンドを接着した後、24時間
以上放置します。
この間スタンドに力を加えたりしないよう
に注意してください。

6. モニタースタンドからモニター固定台座を
外します。

7. モニター固定台座の取付金具のネジをドラ
イバーまたは硬貨を使ってゆるめます。

8. モニター固定台座の取付金具の溝を縦方向
に合わせ、モニターユニット背面の取付金
具に通します。
取付金具のネジを締めつけます。

●両面テープは貼り直したり、粘着部を指
でさわったりしないでください。粘着力
が弱くなります。

●取り付け場所の表面温度が低いときは、
暖房をかけるなどして温度を高くしてか
ら貼り付けてください。温度が低いとこ
ろでは粘着力が弱くなります。

●付属スタンドは本機専用のものです。他
のモニターには使用しないでください。

注意

ナビゲーションユニットの取り付けかたは、ナビゲーションユニット用の取付説明書をご覧ください。

ゆるむ

しまる

角度調節つまみ
取付金具

モニター固定台座

取付金具の溝を縦方向にする。

モニターユニットをエアバック装置の上や付近には絶対に設置しないでください。
禁 止



TVTVチューナーユニットの取り付けかたチューナーユニットの取り付けかた
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マジックテープのはくり紙をはがし、TVチュー
ナーユニット底面に貼り、パイルカーペットに
固定します。

9. 中継ケーブルのコネクターをモニター背面
の端子に接続します。
コネクターは完全にロックするまで差し込
んでください。

10. モニター固定台座をモニタースタンドに戻
します。

11. モニターユニットの角度を調整して、角度
調節つまみをしっかり締めつけます。
モニターユニットの高さを調整するときは
取付金具のネジをゆるめ、高さを調整して
ネジを締めつけます。

汎用スタンドへの取り付け

モニター底部の汎用スタンド固定穴を使用して
取り付けてください。

●中継ケーブルは付属のクランパー（モニターケー
ブル用）を使用して固定してくだい。

●中継ケーブルを外すときはコネクター背面のボタ
ンを押しながら抜いてください。

ゆるむ

しまる
角度調節つまみ

モニターユニットをモニタースタンドから外したいと
きは、手順6の方法で外します。



TVTVアンテナの取り付けかたアンテナの取り付けかた

■TVアンテナの取り付け
1. 取付金具をアンテナ本体に取り付けた状態

で、左右のアンテナをリアウインドウガラ
ス上に置いて取り付け位置を決めます。ア
ンテナは角度を変え、長さは最長にして実
使用状態で確認してください。

2. アンテナ本体にある両側の脱着ボタンを押
しながら【手順¡】、アンテナ本体をうえ
に持ち上げて【手順™】、アンテナ本体を
いったん取り付け金具から取り外します。

3. アンテナを貼り付ける場所は、付属のクリ
ーナーとクリーニングクロスを使用して油
汚れ等を落とします。

アンテナ本体
（左用）

脱着ボタン

取付金具

貼り付ける場所

●TVアンテナは右用、左用があります。
車幅やバンパーからはみ出さない位置に
してください。

●TVアンテナは車両のFM/AMアンテナか
ら離してください。アンテナ間の距離が
近いとFM/AM放送受信時にノイズが入
る場合があります。

●取付金具の貼り直しはできません。取り
付け場所は慎重に決めてください。

注意

左用

右用

■TVアンテナの説明

ロッドアンテナの振れ角度は
約45度の範囲で調整できます。

跳ね上げ角度は、4ポジショ ン
の中から（最大90度）選べます。

ロックネジ

前後のロックネジを緩めると、アンテナ本
体を左右45度の範囲で傾けることができ
ます。傾け角度を決めたら、ロックネジを
絞めて固定します。

アンテナ本体は、両側のこの脱着
ボタンで、取付金具から外すこと
ができます。

アンテナは5段ロッドタイプです。
正しい性能を得る為に、アンテナは完全に伸ばし
てお使いください。

取付金具 ロックネジ

左用TVアンテナの外側アンテナ
エレメント（矢印部分が濃い灰色）
はFM多重情報受信のため、常に
伸ばした状態にしてください。



防水ゴム

ケーブル
ホルダー

アンテナ
ケーブル

ケーブルクランパー

ガーターサイド

8. ケーブルホルダーを、アンテナ本体からア
ンテナケーブルを引き込む位置までの長さ
に切り、裏面のはくり紙をはがして、ガラ
ス面に貼り付けます。

9. アンテナケーブルのねじれを直しながらケ
ーブルホルダーにはめ込みます。

10.アンテナケーブルを車両のガ－タ－サイド
に沿って配線し、ケーブルクランパーで固
定します。アンテナケーブルに付いている
防水ゴムはトランクリッドにあたるように
します。

11.アンテナケーブルをTVチューナーユニット
まで配線します。

ケーブルホルダー、ケーブルクランパーお
よび両面テープを貼り付けるときは、取付
金具の貼り付けのときと同様に、貼り付け
面の汚れ等をよく落としてください。

注意

4. 取り付け面の湾曲が大きい場合は取付金具を
湾曲面に合わせて曲げます。

5. 取付金具裏面の両面テープのはくり紙をはが
し、上から強く押しつけて取付金具を貼り付
けます。

6. 取付金具を貼り付けたあと24時間以上放置
します。このあいだ、取付金具に水をかけ
たり、力を加えたりしないよう注意してく
ださい。

7. アンテナ本体の左右を間違えないように、
アンテナ本体を取り外したときと逆の手順
で取付金具に取り付けます。

取付金具

取付金具のはくり紙

取付金具先端の突
起部はリアウイン
ドウの防水ゴムと
ガラスの間に差し
込みます。

●取付金具は確実に固定してください。不
安定な取り付けをしますと、脱落等によ
り車両を傷つけたり、事故の原因になり
ます。

●リアウインドウのガラス面温度が低いと
きは、リアデフォッガの電源を入れて温
めてください。温度の低いところでは両
面テープの粘着力が弱くなります。
また、雨の日など湿度が高い日は屋内で
作業を行ってください。湿度が高いとき
も両面テープの粘着力が弱くなります。

注意

アンテナ本体を取り付ける時は、右図のよ
うにアンテナ本体の下部前面の爪を取付金
具に引っかけてから、アンテナ本体をロッ
クするまで下に押します。

注意
アンテナ本体爪受け
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